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◎ファクシミリ・クラブ e-maile fax@jk1ewy.sakura.ne.jp web http://www.jk1ewy.sakura.ne.jp/club/clubindex.htm webにはカラー版8ページの展示説明がPDFで掲載してあります。

当クラブの主な目的は、アマチュア・ファクシミリの技術向上とアマチュア・ファクシミリ愛好者相互の友好の増進です。

カカカカララララーーーーFFFFAAAAXXXXのののの自動受信自動受信自動受信自動受信とととと自動停止自動停止自動停止自動停止がががが可能可能可能可能なななな

MuP-FAXMuP-FAXMuP-FAXMuP-FAX

自動起動と自動停止自動起動と自動停止自動起動と自動停止自動起動と自動停止

気象FAXやひまわりの衛星から雲写真などの送信には、画像

が送られる前に起動信号が、画像

の後には停止信号が付けられてい

ます。これにより、自動的にファ

クシミリ受信機が動作と停止を繰

り返し、次々と送られてくる画像

を適切に受信記録することが可能

です。

MuP-FAXもこれに対応してい

ます。コントロール画面の設

定により、自動受信、自動記

録、自動停止を選択すること

ができます。

実際に電波に乗せて実演実際に電波に乗せて実演実際に電波に乗せて実演実際に電波に乗せて実演

会場では自動起動信号と停

止信号が付与されたされたフ

ァクシミリ信号を1台のMuP

-FAXから送出し、トランシーバーのマイク端子に入れて実際に

送信しています。もう1台のトランシーバーとMuP-FAXで実際

に受信しています。

モニター画面モニター画面モニター画面モニター画面

MuP-FAXは、パソコンで

高解像度のアマチュア・ファ

クシミリの送受信をするため

のシステムです。年々ソフト

に改良が加えられ洗練された

ものに進化しつつあります。

現在ではカラー画像の送受信

が可能になっています。また、

受信画像の表示WINDOWの

サイズが自由に変更できま

す。

1024×768以上のディスプレーでも横位置ならフルサイズ

の画像をほぼそっくり表示できます。

MuP-FAXで受信した気象FAX

自作のアクリルケースに組み込んだ

カラーファクシミリも可能なMuP-FAX基板

マルチプラットフォームにマルチプラットフォームにマルチプラットフォームにマルチプラットフォームに対応対応対応対応

FldigiFldigiFldigiFldigiでファクシミリでファクシミリでファクシミリでファクシミリ送受信送受信送受信送受信

Fldigi」はwindows10はもちろんLinuxやMac、あるいはRa

spberry piなどでも動作させられるマルチプラットフォームの

完全なフリーソフトです。W1HKJW1HKJW1HKJW1HKJによって開発されたものでP

SK、RTTY、MT63、FAXなどの各種の送受信に対応していま

す。

WindowsとUbuntu、

Rspbian(Raspberry Pi

)などにインストールし

て動作させた結果のリポ

ーをします。また、Ras

pbianへのインストール

方法と利用方法の説明書

も用意しました。

ラズパイラズパイラズパイラズパイZero WZero WZero WZero WででででFldigiFldigiFldigiFldigi

高精細高精細高精細高精細モニターにモニターにモニターにモニターに組組組組みみみみ込込込込むむむむ

単体なら1,300円程度で購入できる「Raspberry Pi Zero W」

にマルチプラットフォームのハム用ソフト「Fldigi」をインスト

ールしてアマチュア・ファクシミリ

の送受信に使おうというものです。

「Raspberry Pi Zero W」はケー

スに入れたとしてもあまりにも小型

であるが故に各種ケーブルを接続す

ると扱いに困ることがあります。な

ら ば と 小

型 モ ニ タ

ーのケースに組み込むことを考えまし

た。モニターは実質1920×1080ド

ット表示ができる「SHARP製5.5イ

ンチ高精細ＣＧシリコン液晶パネル」

を用い、ケースはアクリルで自作しま

した。出来上がったところで取り敢え

ずJMHを受信してみたその時の様子を映像にまとめました。

https://youtu.be/dwtjWrKvHT8でご覧いただけます。右上の

QRコードでもアクセスできます。

JMHの衛星による雲写真をraspberry piで受信中

Raspberry pi Zeroを組み込んだ高精細モニ

ター、バッテリーで動作している

ケース内部<左端が Raspberry pi Zero

右はインターフェース基板

ラズパイ3ラズパイ3ラズパイ3ラズパイ3BBBBででででFldigiFldigiFldigiFldigi

3.5インチモニターを3.5インチモニターを3.5インチモニターを3.5インチモニターを組組組組みみみみ込込込込むむむむ

Fldigiをインストールしたラズパイ3Bのケースに3.5インチの

モニターを組み込んだものです。モニターはタッチスクリーン搭

載です。キーボードとマウスなしでも

操作できます。これにカメラを接続す

れば、移動運用にも使えるということ

でwebカメラ用のソフトと画像処理ソ

フトをインストールしてあります。レ

ポ

ートや相手局のコールサ

インなどを紙に書いて撮

影し、その画像を原稿と

して送信することができ

ます。ハンディ機との組

み合わせで面白いFAX運

用ができそうです。

HDMIコネクターに外部モニターを接続することも可能です。

ラズパイ3ラズパイ3ラズパイ3ラズパイ3BBBBででででFldigiFldigiFldigiFldigi

ラズパイラズパイラズパイラズパイ用7用7用7用7インチモニターにインチモニターにインチモニターにインチモニターに組組組組みみみみ込込込込むむむむ

前の2つはモニターとラズパイとの接続はHDMIですがこちら

はDSIで基板とディスプレイをフ

ラットケーブルで直結できます。

ディスプレイとラズパイを同一ケ

ースに収める場合内部で完結でき

ます。しかし使用できるのは「Ra「Ra「Ra「Ra

spberry Pi用 7インチ タッチスspberry Pi用 7インチ タッチスspberry Pi用 7インチ タッチスspberry Pi用 7インチ タッチス

クリーン付き液晶ディスプレイ」クリーン付き液晶ディスプレイ」クリーン付き液晶ディスプレイ」クリーン付き液晶ディスプレイ」

で1種類しか無いのが難点です。

これと「raspberry pi 3B+」

を用いて自作のアクリルケース

に収めてみました。電源をつな

ぎトランシーバーと接続するだ

けでFAXの送受信が可能になり

ます。

モニターをラズパイ3Bに取り付けケースに

webカメラの画像撮影しているところ



MULTIPSKMULTIPSKMULTIPSKMULTIPSKでファクシミリでファクシミリでファクシミリでファクシミリ

送受信が可能送受信が可能送受信が可能送受信が可能

F6CTEが開発したそれこそマルチモードのソフトウェアで

す。PSK、SSTV、そしてFAXなどの各種の送受信に対応して

います。メニュー画面からも分かるように主眼はRTTYに置かれ

ていますが、他のモードも十分な機能を備えています。

FAXでもアマチュアモードと気象FAXのモードを備えており、

アマチュアモードの送信も可能です。難点は位相整合が白信号に

設定されていることです。

設定画面には多数の項目が表示されているのでどれをどのよう

に設定すれば良いのかわかりにく

い印象がありますがFAXに使用

するのはごく一部の限られた部分

です。

説明が英語で読みにくいのでF

AXに関する部分だけを日本語に

翻訳したものを用意しました。そ

れを元に簡単な取扱説明書を作っ

てあります。

SCU-17SCU-17SCU-17SCU-17ととととFAXFAXFAXFAX

USBでトランシーバと接続USBでトランシーバと接続USBでトランシーバと接続USBでトランシーバと接続

ファクシミリはもちろんですがSSTVなどのパソコンを利用し

た運用にはトランシーバとの接続にインターフェースを用意する

必要があります。PCとトランシ

ーバそれぞれに音声入出力端子を

接続し、トランシーバ側ではマイ

クとPCからの入力の切り替えも

必要になります。

YaesuのSCU-17はUSB-DA

C/ADCとして機能し、そのイン

ターフェースの役割を果たしてくれます。Yaesuの対応するト

ランシーバなら専用ケーブル1本で接続が可能です。非対応のト

ランシーバでも入出力別々に接続する端子が備わっています。

会場ではYaesuのトランシーバとMULTIPSKを用いて送受信

動作の実演を行います。

ブルートゥースでブルートゥースでブルートゥースでブルートゥースで受信機受信機受信機受信機とととと接続接続接続接続

FAX・SSTV用FAX・SSTV用FAX・SSTV用FAX・SSTV用

MY81SPK02M2MY81SPK02M2MY81SPK02M2MY81SPK02M2

受信中のMULTIPSK画面

スマホやタブレットでファクシミリを受信したりあるいはSS

TVを受信したりするためには、マイク入力端子に受信機からの

オーディオ信号を入れる必要があります。有線のヘッドセットを

使えるタイプのスマホやタブレットになら4pのプラグを用いて

接続することが出来ますが、中にはマイク入力端子がないものも

あります。その場合、ブルートゥースを利用すると無線で信号を

送り込むことが出来ます。

JO1XBEは「MY81SPK02M

2」モジュールを使ったアダプタ

ーを製作

し ま し

た。1.2

5 m m ピ

ッチへの

変換基板に搭載して組み上げています。

それを更に発展させオーディオ機器と

しても使用可能なものに仕上げたのが

ブルートゥースオーディオアダプター

です。

音声の入力はCANONコネクタを用いた並行型、LR2チャンネ

ルのアナログVUメータまで備えた本格的なものです。FAＸやS

STVに使用するのは贅沢なものに仕上がっています。残念なが

らこのチップは技適マークがないので実験室内での使用に限られ

てしまいます。

KeianのWintab7（windows10）で実演しています。

マジックアイでマジックアイでマジックアイでマジックアイで表示表示表示表示するするするする

チューニング・インジケーターチューニング・インジケーターチューニング・インジケーターチューニング・インジケーター

レトロな感じのチューニング・インジケーターです。中国製の

6E2というマジックアイを使いました（秋葉原aitendoで1本9

00+税）。左側が1500Hz、右側が2300Hzを表示します。受

信機でファクシミリの信号が正しく復調（ゼロイン）されたとき

に光る部分が中央で閉じます。本機はDC12Vで動作します。マ

ジックアイのターゲット電極及びプレート

電極のためのDC200Vは内部で昇圧して

得ています。

1500Hzと2300Hzを検出するのには

P-socによるそれぞれのバンドパスフィル

ターを使用しています。

ファクシミリ入門

最近ではCQ誌の記事に取り上げられることもなくなったアマ

チュア・ファクシミリ、実際に運用する局もほとんどなく、忘れ

られつつあるモードです。ファクシミリはどのようなものなのか、

画像を送受信する原理について、以前「画

像通信入門」に書いた記事のこの部分を復

刻する形でテキストを作成してみました。

別誌「アマチュア・ファクシミリ入門」「アマチュア・ファクシミリ入門」「アマチュア・ファクシミリ入門」「アマチュア・ファクシミリ入門」

ではその概略と使用機ついて触れているの

でそちらと併せてご覧ください。

A4版10ページ（表紙含む）にまとめ

てありますす。また、これは、FAX DVD

-ROMの資料集の中にもPDFで収めてあり

ます。

タブレットPCとパソコンにも保存してあるのでお好きな形で

みることができます。

CQ誌バックナンバーの整理

ますますますますますますますます充実充実充実充実

タブレットPCの性能と内蔵メモリの大容量化、更にSDカード

あるいはmicroSDカードの低価格化などにより大量のデータを

保存することができるようになりました。これまでパソコンでの

み展示してきたバックナンバーをタブレットPCでも見られるよ

うにしてあります。

展示しているのは「CQ誌創刊号から49号まで」と「1989

年から2018年の8月号まで」それにモ

ービルハム199１年から2000年3月の

最終号までです。

スキャナーで読み込んでPDF化して

右の写真のようにwebブラウザーのメ

ニューで目的のファイルを選択できるよ

うにすると多年度にわたるCQ誌も簡単

に見渡せます。各号の目次、年ごと12

月号に掲載される総目次など、別個に取

り出し目的の記事を探しやすくしてあり

ます。(JH2EIB)

FAXの電波形式と付属装置の諸元

ファクシミリは、機種によっていくつかのモード（副搬送波の

変調の方式）が有ります。接続する送信機の変調方式との組み合

わせで電波形式が変わってきます。ファクシミリに指定される電

波の形式と機器などの関係を

わかりやすく一覧にしてあり

ます。

ファクシミリの免許を申請

するに当たっては付属装置の

接続と諸元とを記したものが

必要です。左の表と共にブー

スに表示してあります。


